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科で情報に関する内容が取り入れられた 7) 。1996 年 10 月には「情報化の進展に対応した初等中
等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議」が設置され，情報教育について







とが提言された。同年 12 月には小学校および中学校学習指導要領が改訂告示され，1999 年 3 月





















































う危険性に陥ることもある。そのため児童生徒が社会に出て活躍する 20 年後 30 年後に精神的に
豊かに生きることができるよう，事例のみではなく情報倫理としての考え方も教える必要がある。
そのためには，事例ではなく情報モラル教育の本質を捉える必要がある。概念や考え方といった




































































































1985 年 9 月 
教育課程審議会に対して幼、小、中、高の教育課程の基準の改善について諮問（教育課程



























1987 年 12 月 
昭和 62 年 12 月に教育課程審議会が「教育課程の基準の改善に関する基本方針について（答
申）」発表した。（教育課程審議会） 
 
1989 年 3 月 
学習指導要領告示 
 































1998 年 12 月 
小学校及び中学校学習指導要領告示 
 






ータ）の特徴の理解，基本的な操作能力の習得の 4 つの観点に分類されている 6) 。 
 (1)の情報の判断，選択，整理，処理能力及び新たな情報の創造，伝達能力については，以下の







られている 6) 。 
情報化社会の特質や情報化の進展がもたらす社会や人間に対する影響について，プラ




















1986 年 4 月の臨時教育審議会答申においては，情報化に対応した教育に関する原則が提言され，







































1987 年 4 月の臨時教育審議会答申，教育改革に関する第 3 次答申では情報モラルという言葉が













































































































































































図 2 各学校段階における情報モラル教育の学習範囲 41) 
出所：文部科学省「教育の情報化に関する手引き」 










ていく。2008 年 7 月に策定された「教育振興基本計画」の中でも地域・学校・家庭における情報
モラル教育が推進されている。ここでは，下記に示すように情報モラル教育の充実について明記さ






図られている 44) 。 







サイトを活用すること 45) などが盛り込まれた。 
2009 年 4 月には，「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する
法律」でも青少年がインターネットを適切に活用する能力を習得することができるよう学校教育に
おけるインターネットの適切な利用に関する教育の推進に必要な施策を講じることとなった 46)。
2013 年 6 月からは第 2 期教育振興基本計画が始まり，下記に示すように安全の確保と更なる情報
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道徳においては情報モラルの指導について下記のように記されている 51) 。 
児童の発達の段階や特性等を考慮し、道徳の内容との関連を踏まえ、情報モラルに関す
る指導に留意すること。 









































れてきた。図 4 は情報に関わる社会の変遷について示したものである。 













































結果を図 5 に示す。情報 A において，最も教科書の総ページ数が多いものは G 社の 159 ページで，
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図 5 情報 A 教科書に関する教科書の総ページ数 
 
次に，情報 B の結果を図 6 に示す。情報 B においては，最も教科書の総ページ数が多いものは E
社の 167 ページで，最も少ないものは G 社の 127 ページとなった。情報 B においては，平均して
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図 6 情報 B 教科書に関する教科書の総ページ数 
 
最後に，情報 C の結果を図 7 に示す。情報 C においては，最も教科書の総ページ数が多いもの
は H 社の 167 ページで，最も少ないものは G 社の 111 ページとなった。情報 C においては，平均
して 136 ページ扱われていることが分かった。情報 A よりも平均が 6 ページ多く，情報 B よりも 9
ページ少ないことが分かった。 
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結果を図 8 に示す。情報 A において，最も割合が高いものは B 社の 18.2%で，最も低いものは D
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図 8 情報 A 教科書における情報モラルに関する記述ページ数の割合 
 
次に，情報 B の結果を図 9 に示す。情報 B において，最も割合が高いものは A 社の 11.3%で，
最も低いものは I 社の 2.4%となった。情報 B においては，6.8％前後の割合で情報モラルに関する

















A社 B社 C社 D社 E社 F社 G社 H社 I社
 
図 9 情報 B 教科書における情報モラルに関する記述ページ数の割合 
 
最後に，情報 C の結果を図 10 に示す。情報 C において，最も割合が高いものは G 社の 30.6%
で，最も低いものは I 社の 12.7%となった。情報 C においては 23.1％前後の割合で情報モラルに関
する記述があることが分かった。これは情報 A，情報 B，情報 C の教科書の中で最も高い割合であ
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図 10 情報 C 教科書における情報モラルに関する記述ページ数の割合 
 
情報モラルに関する記述ページ数の割合を調べた結果，記述ページ数の割合が最も多い教科は情






の中での図の比率について調べた。まず，情報 A の結果を図 11 に示す。情報 A において，図の割
合が最も高いものは B 社，D 社，F 社，H 社，I 社，L 社の 50%であった。最も低いものは C 社と
J 社の 30%となった。情報 A においては，43％前後の割合で図が用いられていることが分かった。 




図 11 情報 A 教科書における情報モラルに関する全体の中での図の比率 
 
次に，情報 B の結果を図 12 に示す。情報 B において，図の割合が最も高いものは D 社，H 社の
50%であった。最も低いものは F 社の 20%となった。情報 B においては，35％前後の割合で図が
用いられていることが分かった。これは情報 A に対して 8％低い割合となった。 
 
図 12 情報 B 教科書における情報モラルに関する全体の中での図の比率 
 
最後に，情報 C の結果を図 13 に示す。情報 C において，図の割合が最も高いものは B 社，F 社，
G 社の 50%であった。最も低いものは A 社と I 社の 20%となった。情報 C においては，36％前後




図 13 情報 C 教科書における情報モラルに関する全体の中での図の比率 
 
情報モラルに関する全体の中での図の比率を調べた結果，図の比率が最も高いのは情報 A であり，
持つとも比率が低いものは情報 B ということが分かった。 
 
2.4 結言 




















































































































































鏡像の関係は除外した。結果を表 2 に示す。 
 
 





















































表 2 学習指導要領に関連させた行動方向性 





(4)イ 情報化の進展が生活に及ぼす影響 [個→他]，[個←→他] 
情報
B 














(4)イ 情報化が社会に及ぼす影響 [個→他]，[個←→他]，[個|←他] 
 

























































































































み合わせる。結果として，得られる図 22 の構造を情報倫理教育の枠組みとして扱うことができる。 
































































の選定した項目を図 22 の横軸と縦軸に対応させ，該当する要素に当てはめる。 
単純機能学習コンテンツの例として，高等学校の普通教科情報で学習するメール利用の際の Cc 
と Bcc 機能を学習コンテンツと見なして検証する。Cc 機能の利用では，発信者と受信者の関係が





る。すなわち，図 17 の(b)尊重と図 21 の(1)配慮ならびに(2)愛情がクロスする。さらに，Cc 機能
を用いたメール受信ではどのようなグループで情報を共有しているかが分かり，図 17 の(c)許容と
図 21 の(3)熟慮がクロスする。これに加えて Bcc 機能を利用したメールでは他人のメールアドレス
を見せないことが理解でき，図 17 の(c)許容と図 21 の(4)理解のクロス点が追加される。これによ
り図 23 の結果を得た。なお，図において，Cc の成分は○記号で示し，Bcc の成分は△記号で示し
ている。 
 























図 23 単純機能コンテンツによる枠組みの検証 
 
図 23 の結果より，メール学習の際には，Cc 機能を先に学習し，その後に Bcc 機能を学習する
と学習の効率が高まることが予想できる。すなわち，図 23 の横軸ではなるべく左側の要素を先に
学習し，縦軸ではなるべく上側の要素を先に学習すると，人間の行動方向性と精神活動方向性の流
れに合い，学習の際の理解が容易となることが分かる。このように，Cc と Bcc の単純機能学習コ
ンテンツの指導順序性を図 23 から読み取ることができ，図 23 で提案した情報倫理教育の枠組みの
有用性を検証することができた。 
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まず，CEC の学習コンテンツを図 22 の情報倫理教育の枠組みの横軸のみ，すなわち人間の行動


















7, 11, 12, 13, 14
10
 









次に，CEC の学習コンテンツを図 22 の情報倫理教育の枠組みの縦軸のみ，すなわち人間の精神
活動方向性のみに適用する。結果を図 29 に示す。 
 


















図 29 人間の精神活動方向性に基づいた枠組みの検証 
 
図の左側は，(1)配慮，(2)愛情，(3)熟慮，(4)理解の順序性で学習コンテンツを利用できる結果と
なっている。図の右側の CEC の学習コンテンツの構成要素の順序については，4 番目の構成要素





さらに，CEC の学習コンテンツを図 22 の情報倫理教育の枠組みの横軸と縦軸，すなわち人間の






















図 30 時代に普遍な情報倫理教育の枠組みの検証 
 









CEC の“ネット社会の歩き方 2011 年版”では全 50 個のコンテンツが提供されている。このと
き，小学生，中学生，高校生の発達段階に応じてコンテンツが準備されているため，各々のカテゴ





小学生用コンテンツの分析結果を表 3 に示す。小学生用コンテンツは 14 個用意されており，こ
れらすべてのコンテンツに対して分析を行った。小学生用コンテンツにおいては，もっとも割合の
高いクロスタームは (c)許容と(2)愛情のクロスタームで，19%の値を得た。次は(b)尊重と(2)愛情の





















(1)配慮 2% (7) 7% (25) 1% (3) 2% (8) 0% (1)
(2)愛情 1% (5) 16% (58) 19% (68) 7% (26) 1% (4)
(3)熟慮 2% (8) 5% (18) 14% (51) 6% (20) 1% (4)
(4)理解 0% (1) 6% (20) 4% (15) 3% (12) 1% (3)
 
 



























(1)配慮 1% (12) 6% (61) 2% (18) 1% (15) 0% (0)
(2)愛情 1% (13) 13% (136) 21% (218) 4% (37) 1% (12)
(3)熟慮 2% (18) 7% (70) 17% (169) 3% (33) 1% (13)
(4)理解 1% (15) 5% (46) 10% (99) 2% (21) 1% (8)
 
 
























(1)配慮 2% (12) 5% (34) 2% (13) 2% (12) 0% (0)
(2)愛情 2% (13) 10% (72) 21% (152) 4% (30) 2% (11)
(3)熟慮 2% (17) 5% (37) 18% (130) 4% (25) 2% (12)













小学校における道徳教育の内容は，第 1 学年及び第 2 学年，第 3 学年及び第 4 学年，第 5 学年及


















育枠組みに当てはめた。結果を第 1 学年及び第 2 学年，第 3 学年及び第 4 学年，第 5 学年及び第 6
学年の内容に合わせて示す。図 31 に第 1 学年及び第 2 学年の道徳教育内容と情報倫理教育内容の
関連性を示す。 
 


































図 31 小学校第 1 学年及び第 2 学年における道徳教育内容と情報倫理教育内容の関連性 
 



















































図 32 小学校第 3 学年及び第 4 学年における道徳教育内容と情報倫理教育内容の関連性 
 






人間の発達段階上の特徴が情報倫理教育の枠組みにも表れたと考えることができる。図 33 に第 5
学年及び第 6 学年における道徳教育内容と情報倫理教育内容の関連性を示す。 
 




























































図 33 小学校第 5 学年及び第 6 学年における道徳教育内容と情報倫理教育内容の関連性 
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次に，図 36 に「情報を生かすわたしたち」を対象とした情報倫理教育の枠組みの分析結果を示す。 
 























































まず，図 39 に「情報の信ぴょう性」を対象とした情報倫理教育の枠組みの分析結果を示す。 
 




















図 40 「電子メールを送信するときの留意点」と情報倫理教育の枠組みの分析結果 
 













































































































































次に，図 47 に「不正な利用の防止」を対象とした情報倫理教育の枠組みの分析結果を示す。 
 





























確に取り上げられている高等学校普通教科情報の情報 A，情報 B，情報 C 全ての教科書 31 冊
を対象とした。以下では，情報 A，情報 B，情報 C の各々の科目において情報倫理教育内容が
どのように扱われているかについて分析する。 























(1)配慮 9% (7) 3% (2) 0% (0) 1% (1) 11% (8)
(2)愛情 9% (7) 8% (6) 0% (0) 3% (2) 15% (11)
(3)熟慮 3% (2) 1% (1) 0% (0) 3% (2) 15% (11)
(4)理解 1% (1) 1% (1) 0% (0) 3% (2) 15% (11)
 
 




情報 A と同様に，(a)自律，(b)尊重，(e)防御の方向性が強く表れているということが分かった。 
 

















(1)配慮 6% (5) 2% (2) 0% (0) 2% (2) 15% (12)
(2)愛情 6% (5) 12% (10) 0% (0) 2% (2) 16% (13)
(3)熟慮 1% (1) 1% (1) 0% (0) 1% (1) 16% (13)





最後に，情報 C の教科書の分析結果を表 8 に示す。情報 C においては，最も高い割合は， (e)
防御と(2)愛情，(e)防御と(3)熟慮，(e)防御と(4)理解のそれぞれのクロスタームで 11%の値を得
た。次に，(a)自律と(1)配慮，(a)自律と(2)愛情，(b)尊重と(2)愛情のそれぞれのクロスタームで
10%，(b)尊重と(1)配慮のクロスタームで 7%と続いた。結果として，情報 A ならびに情報 B
と同様に，(a)自律，(b)尊重，(e)防御の方向性が強く表れているということが分かった。 
 

















(1)配慮 10% (26) 7% (17) 0% (0) 3% (8) 5% (13)
(2)愛情 10% (26) 10% (24) 0% (1) 4% (9) 11% (27)
(3)熟慮 4% (10) 3% (7) 0% (1) 2% (6) 11% (27)




情報 B，情報 C の教科書の特徴分析を行い，数値的な違いはあるものの，どれも(a)自律，(b)
尊重，(e)防御の方向性が強く表れているということが分かった。 
 

















(1)配慮 1% (19) 6% (79) 2% (23) 2% (23) 0% (1)
(2)愛情 1% (19) 13% (181) 21% (286) 5% (65) 1% (17)
(3)熟慮 2% (28) 7% (89) 16% (224) 4% (54) 1% (18)
(4)理解 1% (18) 4% (60) 9% (117) 3% (36) 1% (12)
 
 








































次に，高等学校普通教科情報の情報 A，情報 B，情報 C の教科書全体については，表 6，表























(1)配慮 9% (38) 5% (21) 0% (0) 3% (11) 8% (33)
(2)愛情 9% (38) 10% (40) 0% (1) 3% (13) 13% (51)
(3)熟慮 3% (13) 2% (9) 0% (1) 2% (9) 13% (51)


























情報C(2)-ウ 21%(15) 29%(20) 0%(0) 31%(22) 19%(13)
情報C(3)-ア 38%(53) 11%(15) 0%(0) 3%(4) 48%(66)
情報C(3)-イ 0%(0) 67%(6) 33%(3) 0%(0) 0%(0)
情報C(4)-イ 0%(0) 42%(14) 0%(0) 9%(3) 48%(16)
 
 















情報C(3)-イ 0%(0) 67%(6) 33%(3) 0%(0) 0%(0)
情報C(2)-ウ 21%(15) 29%(20) 0%(0) 31%(22) 19%(13)
情報C(3)-ア 38%(53) 11%(15) 0%(0) 3%(4) 48%(66)
情報C(4)-イ 0%(0) 42%(14) 0%(0) 9%(3) 48%(16)
 









表 9 に示すように全体としては(e)防御の割合が高く，表 11 に示すように(e)防御の割合を徐々
に高めていく教科書構成もある。 
ここで，(e)防御の割合が高くなる理由について考察する。図 22 の情報倫理教育の枠組みは
個と他の関連性に基づいて構築したが，この方向性についての関連性を図 48 と図 49 を参考に
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